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平成 29 年 11 月８日 

各 位 

会 社 名 プ レ ス 工 業 株 式 会 社

（URL http://www.presskogyo.co.jp）

代 表 者 名 代表取締役社長  角 堂 博 茂

（コード番号 7246 東証第 1 部）

問 合 せ 先 総 務 部 長  小 西 久 子

（ T E L  0 4 4 - 2 7 6 - 3 9 0 1 ）

平成 30 年３月期第２四半期連結累計期間業績予想値と実績値との差異・平成 30 年３月期通期

連結業績予想の修正および剰余金の配当（中間配当）に関するお知らせ 

当社は、平成 29 年５月 12 日に公表いたしました平成 30 年３月期第２四半期累計期間（平成 29 年

４月１日～平成 29 年９月 30 日）の連結業績予想値と実績値において、下記のとおり差異が生じまし

たのでお知らせいたします。また、通期連結業績予想につきましても修正いたしましたのでお知らせ

いたします。 

あわせて、本日開催の取締役会において、下記のとおり平成 29 年９月 30 日を基準日とする剰余金

の配当（中間配当）を決議しましたのでお知らせいたします。 

記

１． 平成 30 年３月期第２四半期連結累計期間業績予想値と実績値との差異 

（平成 29 年４月１日～平成 29 年９月 30 日） 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 

（平成 29 年５月 12 日公表） 

百万円

96,000

百万円

4,600

百万円

4,500

百万円 

2,800 

円 銭

25.78

実績（Ｂ） 103,465 5,948 5,961 3,579 32.95

増減額（Ｂ－Ａ） 7,465 1,348 1,461 779 ―

増減率（％） 7.8 29.3 32.5 27.8 ―

（参考）前期実績 

（平成 29 年３月期第２四半期累計期間） 
89,078 4,306 3,348 2,026 18.65

差異の理由 

 第２四半期連結累計期間の業績につきましては、主に国内の建設機械関連事業やタイ事業の業績が

予想を上回ったことにより差異が生じたものです。 
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２． 平成 30 年３月期通期連結業績予想の修正（平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31 日） 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 29 年５月 12 日公表） 

百万円

190,000

百万円

8,800

百万円

8,600

百万円 

5,300 

円 銭

48.79

今回発表予想（Ｂ） 203,000 10,600 10,500 6,300 58.00

増減額（Ｂ－Ａ） 13,000 1,800 1,900 1,000 ― 

増減率（％） 6.8 20.5 22.1 18.9 ― 

（参考）前期実績 

（平成 29 年３月期） 
186,629 8,639 8,101 5,263 48.46

修正の理由 

 通期連結業績予想につきましては、第２四半期に引き続き堅調な建設機械需要が見込まれること等

から、前回発表予想に対し上方修正いたしました。 

３． 剰余金の配当（中間配当）について 

剰余金の配当（中間配当）の内容 

決定額 
前回配当予想 

（平成 29年５月 12 日公表） 

前期実績 

（平成 29 年３月期） 

基準日 平成 29 年９月 30 日 同左 平成 28 年９月 30 日 

１株当たり配当金 ６円 00 銭 ５円 00 銭 ５円 00 銭 

配当金の総額 651 百万円 ― 543 百万円 

効力発生日 平成 29 年 12 月４日 ― 平成 28 年 12 月２日 

配当原資 利益剰余金 ― 利益剰余金 

理由 

 第２四半期の業績実績が前回発表予想を上回ったことを踏まえ、当期の中間配当金につきまして

は、１株当たり６円に決定いたしました。なお、期末配当につきましては、前回配当予想から修正は

ございません。従いまして年間の配当予想は１株当たり 12 円となります。 

（ご参考）配当予想は次のとおりです。 

１株当たり配当金 

基準日 第２四半期末 期末 年間 

配当予想 ― ６円 00 銭 12 円 00 銭 

当期実績 ６円 00 銭 ― ― 

前期実績 

（平成 29 年３月期） 
５円 00 銭 ６円 00 銭 11 円 00 銭 

※上記の業績予想に関する記述は、当社および当社グループが本資料の発表日現在において入手可能

な情報から得られた判断に基づいておりますが、今後の様々な不確定要素により、実際の業績と異な

る場合があります。  

  以 上 


